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あいさつ

少子化や高齢化の進行により人口減少が課題となっている当県においては、予防可

能な疾患への罹患や重症化を防ぎ、身体機能や生活機能を維持し、健康寿命を延伸す

ることが重要です。行政管理栄養士（栄養士）は、生涯を通じた栄養・食生活支援、

低栄養予防、食の環境整備など、食を通じた健康づくりの推進が求められています。

こうした中、国は「地域における行政栄養士による健康づくり及び栄養・食生活改

善の基本指針について」（平成25年3月29日厚生労働省健康局がん対策・健康増進課長

通知）により、健康づくり及び栄養・食生活の改善の推進に向けて、健康課題を明確

化し、PDCAサイクルに沿った施策の展開や食を通じた社会環境の整備の促進など都

道府県及び市町村の行政管理栄養士（栄養士）の担うべき役割を示しています。

県では、平成21年３月に「新任時期の行政栄養士支援プログラム」を作成し、新任

時期の行政管理栄養士（栄養士）の研修体系を整備してきました。また、平成29年度

には島根県管理栄養士キャリアパス、令和３年度にはキャリアラダーを作成し、体系

的な人材育成を進めてきました。しかし、市町村の行政管理栄養士（栄養士）の中堅

期・管理期の獲得すべき能力や体系的な人材育成については定まっていませんでした。

この度、県・市町村の行政管理栄養士（栄養士）が地域において効果的に栄養・食

生活改善施策を推進するために、目指す姿を明らかにするとともに必要な能力の獲得

や研修体系を明確にした「行政管理栄養士（栄養士）人材育成ガイドライン」を作成

しました。

今後、本ガイドラインが県・市町村で積極的に活用されることで行政管理栄養士（栄

養士）の資質向上が図られ、県民の健康増進につながることを期待しています。

最後に、ガイドラインの作成にあたり御協力、御指導いただいた人材育成検討ワー

キングの委員の皆様をはじめ関係者の皆様に心から感謝申し上げます。

令和５年４月

島根県健康福祉部健康推進課長

片岡　大輔
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１　行政管理栄養士（栄養士）人材育成ガイドライン
　　について

（１）策定の背景
少子化・高齢化が一層進行し、人口減少が課題となっている現在においては、予防可能な
疾患への罹患や重症化をできる限り防ぎ、身体機能や生活機能を維持することは、健康寿命
の延伸のために重要で、健康づくり、介護予防、栄養・食生活の改善は、その基盤となるも
のです。
国は、「地域における行政栄養士による健康づくり及び栄養・食生活の改善について」（平
成25年３月29日厚生労働省健康局長通知）において、「都道府県及び市町村は健康づくり及
び栄養・食生活の改善に関する施策の推進及び行政栄養士の育成にあたって、配置の現状と
施策の成果が最大に得られるような配置の姿を勘案し、職位や業務年数に応じて求められる
能力が発揮できる適切な配置に努めるとともに、求められる能力が獲得できるよう、行政栄
養士に対する現任教育を体系的に実施すること」と明記し、あわせて、「地域における行政
栄養士による健康づくり及び栄養･食生活改善の基本指針について」（同日付け、健康局がん
対策・健康増進課長通知）により行政栄養士が地域において健康づくりや栄養・食生活の改
善に取り組むための基本的な考え方と具体的な内容を示しています。（表１）
　　　　表１　「地域における行政栄養士による健康づくり及び栄養･食生活改善の基本指針について」
　　　（平成25年3月29日厚生労働省健康局がん対策・健康増進課長通知）抜粋

（都道府県）

・健康、栄養課題の明確化とPDCAサイクルに基づく施策の推進
・生活習慣病の発症予防と重症化予防の徹底のための施策の推進
・社会生活を自立的に営むために必要な機能の維持及び向上のための施策の推進
・食を通じた社会環境の整備
　　①特定給食施設における栄養管理状況の把握及び評価に基づく指導・支援
　　②飲食店によるヘルシーメニューの提供等の促進
　　③地域の栄養ケア等の拠点の整備
　　④保健、医療、福祉及び介護領域における管理栄養士・栄養士の育成
　　⑤健康増進に資する食に関する多領域の施策の推進
　　⑥健康危機管理への対応

（市町村）

・健康、栄養課題の明確化とPDCAサイクルに基づく施策の推進
・生活習慣病の発症予防と重症化予防の徹底のための施策の推進
・社会生活を自立的に営むために必要な機能の維持及び向上のための施策の推進
　　①次世代の健康
　　②高齢者の健康
・食を通じた社会環境の整備
　　①保健、医療、福祉及び介護領域における管理栄養士・栄養士の育成
　　②食育推進のネットワークの構築
　　③健康危機管理への対応
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（２）島根県人材育成基本方針と行政管理栄養士（栄養士）人材育成ガイドラインの位置づけ
県では、「活力あるしまね」を築くために職員一人一人の意識改革、資質向上のための人
材育成の方向性・方策を明らかにした島根県人材育成基本方針を策定し、組織的に人材育成
を行っています。

このガイドラインでは、各自治体が定める人材育成基本方針に基づき育成される行政能力
に加え、地域において栄養施策の成果を最大に得られるために「島根県の行政管理栄養士（栄
養士）の目指す姿」を明らかにするとともに、そのために必要となる、求められる行政管理
栄養士（栄養士）（以下、行政栄養士という。）の職業人としての基本的能力、専門的能力、
コミュニケーション能力、行動力等を育成にむけた方向性や体制を明確にすることを目的と
します。

（３）島根県行政管理栄養士（栄養士）人材育成ガイドラインの活用について
県では、これまで、新任時期の行政栄養士支援プログラム（平成21年３月策定）や、島根
県管理栄養士キャリアパス（平成29年度策定）、島根県管理栄養士キャリアラダー（令和３
年度策定）に基づき、年１回の全県単位での集合研修や保健所単位での市町村栄養士を対象
とした研修会や意見交換会を開催し、行政栄養士の人材育成を進めてきました。行政栄養士
の人材育成は、各自治体で策定される人材育成の基本方針等に基づき進められています。し
かしながら、行政栄養士の専門職としての人材育成ガイドラインは未策定の市町村も多い状
況です。このガイドラインは、県及び市町村の行政栄養士が、経験年数別ステージや、職位
に応じて求められる能力を発揮し施策が推進できるよう、体系づけた育成のために必要に応
じて参考資料として活用するものです。

★職員の基本姿勢
１� 「人口減少に打ち勝ち、笑顔で暮らせるしまね」をつくるために、島根に愛着と誇りを
持ち、誠実に取り組むこと

２ 県を知り、人を知り、島根の未来を具体的に考え、今考える一番いいことを実行すること
３ ��組織を支える一員であることを自覚し、相手を認め、自分を伸ばし、チームの力が高ま
るよう取り組むこと

（島根県人材育成基本方針）

＜島根県行政管理栄養士（栄養士）人材育成ガイドラインの対象＞
　〇�島根県と県内市町村の自治体に勤務し、母子保健や、健康づくり、介護予防事業等を
担当する行政管理栄養士・栄養士（以下行政栄養士とする）を対象とします（教育委
員会や食品衛生部局に勤務する栄養士は除く）。

　〇新任期から管理期まで全てのステージの行政栄養士を対象とします。
＜参考：島根県の保健専門職の各期の経験年数の目安＞
　〇新任期　1～3年目　　〇中堅期　４年目～　　〇プレ管理期　20年程度
　〇管理期　部、課、係、グループなどの管理的な立場にある者
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２　行政栄養士人材育成に係る現状と課題

（１）市町村行政栄養士配置状況
令和４年度　行政栄養士　配置市町村数　19市町村（100%）
　　　　　　　　　　　　配置人数　45人（うち非正規　８人）

図１　令和４年度市町村別配置人数

図２　市町村行政管理栄養士（栄養士）配置状況年次推移
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・�県内では地域保健法の施行以降、市町村への栄養士配置が進み、令和4年度には全市町村
に行政栄養士が配置されましたが、一人配置や雇用形態も様々であり保健専門職として
の栄養士の育成は課題となっています。

・�また、新任期や中堅前期に、健康づくり部門以外への配置や、部局間の異動もあります。
公衆衛生を担うジェネラリストを育成するためには、人材育成の計画的な推進が不可欠
です。

（２）島根県行政栄養士配置状況

・�島根県の行政栄養士の年齢構成は、管理期にあたる40歳代後半から50歳代が全体の6割を
占め、中堅期の栄養士が少ない状態です。
　�今後、2040年頃には、中堅期の栄養士が県栄養士全体の多くを占め、中核を担うことが予
測されます。そのため、島根県の栄養改善活動について、総合的な視点での判断ができる
よう体系的な人材育成の方針を早急に定める必要があります。

表２　市町村行政栄養士配置状況_部局別内訳（令和３年度）　　　出典:厚生労働省調査

図３　令和４年度　島根県行政管理栄養士の年齢構成
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（１）人材育成の方向性
行政栄養士には、幅広い視野と洞察力など職業人としての基本的能力、専門的能力、行政
能力に加え、コミュニケーション能力、行動力が重要で、地域に暮らす全ての人々の健康・
栄養・食について、関係機関・団体と協働しながら地域における効果的な健康づくり、栄養・
食生活改善活動をマネジメントすることが求められます。
人材育成ガイド（公益社団法人日本栄養士会公衆衛生事業部）には「公衆栄養分野におけ
る管理栄養士・栄養士の将来ビジョン」が以下のとおりまとめられています。（図４）

また、本県がめざす「人口減少に打ち勝ち、笑顔で暮らせる島根」の実現に貢献できる栄
養改善のめざす姿をまとめました。

３　行政栄養士人材育成の考え方

図４　（公社）日本栄養士会公衆衛生事業部　人材育成ガイド　概念図
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（２）行政栄養士として目指す姿と求められる能力
①行政栄養士として求められる能力
行政栄養士が業務を遂行する上で、求められる能力には、「基本的能力」「行政能力」「専
門的能力」があります。これらの能力は、経験年数や職位に応じて到達すべきレベルは異な
ります（図５）。そこで、行政栄養士の経験年数に応じた目指す姿とコアとなる能力を以下
のとおり整理しました。

＜新任期＞
新任期は職場に適応し、社会人としての常識を備えること、管理栄養士という保健専門職
としてどのような仕事をしていくのか、先輩をみて積極的に学び、育つ時期です。職場内で
コミュニケーションをとり、適切に報告・連絡・相談ができることを基本とし、担当業務を
中心とした法令や施策体系の理解、地域保健の視点をもって、栄養業務が実践できる能力が
求められます。具体的には、担当業務をPDCAサイクルにもとづき実践できることを目標と
し、担当業務をとおして県や市町村の方針や健康増進計画等と関連づけて考えることができ
るなど、地域保健におけるものの見方や、考え方、専門知識や技術を実践や研修をとおして
獲得することが重要です。

＜中堅期＞
中堅期は、新任期で培った基礎的な能力をもとに、担当業務をPDCAサイクルに沿って実
践できることが求められる時期です。活動を効果的に進めるためには、地区組織や関係団体、
多職種との連携が不可欠で、日頃の関わりの中で、信頼関係を築きながらネットワークを広
げていくことが大切です。
さらに、中堅期には、後輩栄養士の相談、指導を行う役割があります。栄養士がともに育
つために、職場内OJTはもとより、職場外OJTの円滑な実施に必要な提案や支援を担う役割
があります。

＜プレ管理期・管理期＞
プレ管理期・管理期は、健康増進計画等の策定や進行管理に中心的に関わり、健康・栄養
課題を明らかにした上で必要な栄養施策をPDCAサイクルにもとづき実践できる能力が求め
られます。そのため、ライフステージ、または、地域全体をとおした栄養施策をマネジメン
トするとともに、新たに必要となる施策の企画立案にあたっては、科学的根拠にもとづく成
果の見える化や、説明能力が必要です。
また、困難事例を関係者と調整しながら的確に対応できる力も求められます。
人材育成では、新任期や中堅期の栄養士の能力を判断し成長するプロセスを支える姿勢や
能力が求められます。
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②組織が期待する職務内容・役割
令和３年度に島根県が実施した「島根県市町村行政管理栄養士（栄養士）の人材育成体制
に関する調査」において、県内市町村管理職が行政栄養士に期待する職務内容・役割(自由
記載)は、「PDCAサイクルに基づく施策展開」、「ネットワークの構築」、「専門能力の発揮」
の３つに大別されました。（表３）

図５　（公社）日本栄養士会公衆衛生事業部　人材育成ガイド　概念図

表３　島根県行政管理栄養士（栄養士）の人材育成体制に関する調査結果

行政栄養士へ期待する職務内容・役割
PDCAサイクル
に基づく施策展
開

・健康・栄養課題の明確化と課題解決に向けた施策の構築
・地区診断結果や科学的根拠に基づく栄養改善事業の計画立案
・栄養課題の明確化
・PDCAサイクルに基づく課題の明確化と施策の立案
・地域の健康課題に対する栄養・食生活からのアプローチ
・地域での食に関する課題、食・栄養と健康課題を把握
・地域課題・地域住民ニーズの把握分析、施策化・実施・評価

ネットワークの
構築

・組織横断的な連携と行政栄養士の業務や役割についての整理、発信
・関係者との顔の見える関係づくり
・他職種、多職種との連携
・関係機関とのネットワークの構築
・関係機関や住民との協働

専門能力の発揮 ・個人や集団に対する適切な栄養指導
・重症化予防等、専門的な立場での役割
・最新の知識・情報の収集を行い、情報提供及び市の施策の共有
・地域診断に基づく健康的な食事・食習慣の指導

その他 ・政策形成への関与　　　　　・人材発掘や人材育成

7



③自分たちのめざす姿と能力
「島根県における栄養改善のめざす姿」の達成のため、取り組みたいこと、身につけたい
能力をどのように段階的に獲得していくのかを検討するため、県栄養士、市町村栄養士がそ
れぞれに意見交換しました。そこで出た意見をもとに以下のとおり、自分たちが目指す姿、
取り組みたいこと、身につけたい能力をまとめました（図６）。

＜意見交換対象者＞
　令和２年度　県行政栄養士（中堅期、プレ管理期、管理期）
　令和３年度　市町村行政栄養士（新任期、中堅期、プレ管理期・管理期）

図６　令和２～３年度　県・市町村栄養士意見交換会結果
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　また、島根県では、意見交換結果を参考に令和２～３年度に島根県管理栄養士キャリアラ
ダーを策定しました（表４）。

表４　島根県管理栄養士キャリアラダー～経験年数別ステージの求められる能力～

項目 新任期（３年まで）
基本的能力を身につける

中堅期(４年程度～）
分析実践能力を養う

プレ管理期（20年程度）
創造実践能力を磨く

管理期
管理調整能力を養う

目
指
す
姿

●�指導のもと、行政
栄養士業務の基本
を習得することが
できる
●��指導のもと、公衆
栄養の視点を身に
つけることができ
る

●��上位計画を意識し、
公衆栄養の視点か
ら必要な分析や事
業の企画立案がで
きる
●��地域の社会資源を
知り、つなぐこと
ができる

●��上位計画を理解し、
組織の中で求めら
れる役割に応える
ことができる
●��地域の社会資源を
活用した効果的な
施策提案ができる
●��地域全体の公衆栄
養のマネジメント
ができる

●�公衆衛生全般のマ
ネジメントができ
る
●��行 政 職としても
リーダーの管理栄
養士で、県の栄養
施策を根拠にもと
づき見える形で発
信することができ
る
●���明確な信念と柔軟
性をバランス良く
持ち、周囲の信頼
を得ることができ
る

コ
ア
（
行
動
目
標
）

・�健康増進計画、食
育計画等と担当業
務を結びつけて考
えることができる
・�基本的な個別支援
と集団指導を行う
ことができる
・�担当業務を中心に
した地域診断がで
きる
・�ＰＤＣＡサイクルを
意識して担当業務
を行うことができる
・�担当業務を通じて、
地域の関係者との
関係づくりを進める
ことができる

・�健康増進計画、食
育計画等の目標達
成を意識し、ＰＤ
ＣＡサイクルに基づ
き、事業展開がで
きる
・�健康増進計画の策
定、進行管理に関
わり必要な施策の
提案や見直し等が
できる[後期]
・�単独で担当業務を
中心にした地域診
断ができる
・�住民主体の健康づ
くり活動の支援や
地域の関係者と連
携した事業展開が
できる
・�担当業務をまとめ
研究発表できる
・�チームの一員として、
複雑困難な事例に
対応できる

・�上位計画を見据え、
保健計画等の策定、
見直し、施策化の
中核的な役割を担
うことができる
・�住民主体の健康づ
くり活動や地域の
食のネットワーク体
制を生かした事業
展開ができる
・�地域の必要に応じ、
社会資源の開発及
び活用ができる
・�調査研究計画を企
画立案、実施し、
事業に反映できる

・�健康・栄養課題解
決のための施策が
提案できる
・�複雑困難な事例へ
の対応、住民や団
体の主体的な活動
運営に対する支援
へのスーパーバイズ
（総合的客観的助
言）ができる
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（３）現任教育の体系
現任教育は、「OJT」「OFF-JT」「自己啓発」「ジョブローテーション」を組み合わせて継
続的に実施します。（図７）
①OJT（On the Job Training：職場内研修）
　各職場で日常業務を通じた実践的な教育を行います。新任期職員には、プリセプターによ
る相談・指導体制をとります。また、少数配置職場の多い行政栄養士にとっては、専門的な
能力について指導・助言ができる同職種によるOJTが受けにくい状況にあります。このよう
な場合は、近隣の市町村や管轄する保健所の行政栄養士が支援者となる支援体制を作ること
が必要です。
②OFF-JT(Off the Job Training:職場外研修)
　OFF-JTには、島根県が主催する、市町村等栄養士を対象とした業務別研修会や、ステー
ジ別に獲得すべき能力の向上を目的とした研修会の他、専門的な中長期の派遣研修や学会発
表等があり、経験年数を考慮して計画的な受講ができるよう、予算確保等に配慮が必要です。
③自己啓発
　行政栄養士は、専門職として、自らが自己研鑽を行うことが基本です。学会への参加や島
根県栄養士会をはじめとした関係機関・団体の研修会に参加することも含まれます。
④ジョブローテーション
　計画的な人事異動や職場内での配置換えをとおして、様々な業務を経験させ人材育成を図
ることを目指します。同じ部署内での業務の変更の他、異なる部署間での異動もあります。
島根県では、平成29年度にキャリアパスを作成し、ステージごとのキャリア形成についてま
とめています。

図７　島根県行政管理栄養士（栄養士）研修体系
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　参考に島根県の研修計画を以下のとおり示します。（表５）
　現在、県内では、行政栄養士に特化した期別の行政栄養士の能力を育成するための研修は開
催していません。今後、行政栄養士に特化した期別の意見交換や研修の場の検討が必要です。

４　現任教育の実施体制及び実施方法

（１）組織体制と各部署の役割
①市町村の役割
市町村は、住民の公衆栄養の第一線で活動します。その自治体に新任期栄養士が配置され
た際には、指導者を選出し、栄養業務、地区活動に関する実地指導を行えるよう調整します。
しかしながら、県内市町村の栄養士配置人数は少ない現状があります。市町村は、所属内に
指導者となる栄養士がいない場合など、これらの実地指導体制をとることが難しい場合には、
近隣自治体での実地指導の受け入れ等について保健所へ調整を依頼し、新任者が栄養業務、
地区活動の実地指導を受けることができるよう体制を整えます。
保健所から受け入れ依頼があった市町村では、日常的な栄養業務の助言や実地指導など、
ともに育ちあう環境づくりを大切にします。

表５　参考：令和4年度研修計画（島根県）

OFF-JT
自己啓発

県内 県外

新任期 新任保健師等
研修会

市長村等食育
推進研修会

各種業務別研修
（糖尿病、特定健

診　等）

保健福祉環境
研究発表会

児童福祉施設給食関係
者研修

健康栄養調査の企画・
運営・評価に関する研
修

健康栄養調査等各種
データを用いた健康増
進計画等の進捗状況モ
ニタリング分析技術研
修

健康日本21推進のため
の栄養・食生活の施策
の企画・調整に関する
研修

日本栄養士会
公衆衛生事業部
新任者研修

日本栄養士会公
衆衛生実務研修
会

島根県栄養士会
生涯教育

中堅期 プリセプター
研修会

健康課題施策化
研修

中堅期フォロー
アップ研修会

プレ
管理期

管理期
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②保健所の役割
地域保健法には、都道府県は市町村の求めに応じ、市町村職員に対する体系的な研修を計
画的に推進することが示されています。保健所は、その機能として、他地域や、多職種との
情報交換を積極的に行い、効率的に事業を推進できるよう協力体制を整え、管内市町村や近
隣保健所に新任者栄養士が配属された際には、中堅期以上の栄養士が相談役となり、職場を
超えた指導・支援を行う他、各栄養改善業務についての実地研修が行えるよう調整する役割
を担います。
また、地域保健専門職員等研修や、行政栄養士連絡会等の機会を利用し、圏域内のネット
ワークづくりを行うなど、人材育成のための体制整備を進めます。
③県庁担当課の役割
島根県における行政栄養士の人材育成の推進役として、関係機関がその役割を果たしなが
ら一体となって人材育成が推進できるよう体制整備や、調整の役割を担います。
具体的には、保健環境科学研究所をはじめ、関係部署と連携・協力し専門的知識や技術、
全国的な動向を踏まえた最新情報を提供するための研修会の開催や、派遣研修の調整に加え、
人材育成の体制整備を進めるための関係機関との検討会議を開催します。
④島根県保健環境科学研究所の役割
県が実施する研修についての企画・調整・評価や、人材育成の体制整備のために開催され
る検討会議への参画など、地方衛生研究所の役割・機能として保健所・市町村の地域保健関
係者の人材育成を担います。

（２）各機関・団体の役割と連携
①関係団体（島根県栄養士会）との連携
行政栄養士の人材育成を進めるための体制を構築するためには、公益社団法人島根県栄養
士会をはじめとした関係団体と連携しながら取り組んでいくことが必要です。

②養成施設との連携
行政栄養士の専門性の向上には、最新の知識・技術を学ぶ必要があり、最新の知見や研究
成果から今後の栄養士活動の方向性の示唆を得るため、県内管理栄養士養成施設である島根
県立大学看護栄養学部健康栄養学科との連携が必要です。

行政栄養士人材育成にむけた島根県栄養士会の取組
・栄養士として必要な専門的な研修の実施
・栄養士相互のネットワークの構築支援
・各団体・機関と連携し、栄養士の働きやすい環境づくり支援

行政栄養士人材育成にむけた島根県立大学の取組
・県等が実施する栄養士の人材育成に対する助言
・行政が実施する調査研究に対する助言・支援
・生涯にわたり専門性を深めることができるよう質の高い基礎教育の提供
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（３）現任教育の進め方
①新任期栄養士の育成方法
新任期栄養士の現任教育は、「新任時期の行政栄養士支援プログラム（平成21年３月策定、
平成27年３月一部改訂）」を参考とし、指導者、プリセプター、アドバイザー等による支援
体制の中で行います。また、県の新任管理栄養士（１年目）は、島根県保健所管理栄養士育
成事業を活用し、育成トレーナーから支援を得ることができます。

★所属内に指導者、プリセプターとなる栄養士がいる場合

新任期栄養士の所属内に指導者、プリセプターとなる栄養士がいる場合は、プリセプター
（指導者）を中心として指導計画や教育プログラムを作成し、指導します。

★所属内に指導者、プリセプターとなる栄養士がいない場合

＜市町村に栄養士が配置された時＞
市町村において、所属内で指導者やプリセプターとなる栄養士がいない場合には、地域全
体で新任期栄養士の育成体制を整えることができるよう、管轄する保健所との連携が必要で
す。保健所は、市町村からの求めに応じて圏域内他市町村での所属外OJTが実施できるよう
調整し、その結果を依頼のあった市町村へ返します。あわせて、圏域内の行政栄養士連絡会
等の場をとおして新任期栄養士の支援を行います。

＜保健所に栄養士が配置された時＞
新任期栄養士の勤務する保健所の所属内に指導者やプリセプターとなる栄養士がいない場
合は、近隣の保健所や行政栄養士経験者にアドバイザーや育成トレーナーとして協力が得ら
れるよう、県庁担当課による調整を依頼します。アドバイザーやトレーナーと所属内の指導
者、プリセプターで、支援計画について共有しながら、育成にあたります。

②中堅期以降の育成方法
中堅期以降は、様々な経験を積むだけでなく、他部署の業務への従事など健康福祉行政の
総合的、多角的な経験が求められます。加えて後輩の人材育成の役割について認識すること
も必要です。
育成には、担当事業のPDCAサイクルに基づく実践や、管理期栄養士との意見交換、研修

役　割

指導者 直属の上司で、支援プログラムの責任者で、新任者、プリセプター、
アドバイザー等の調整役

プリセプター 直接の指導者、助言者、役割モデル等
新任者と年齢的に近い人が好ましい

アドバイザー 同職種からの指導・助言をえることができない場合に、近隣地域等の管
理栄養士で、指導・助言を行う者として配置
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会の開催、期別の意見交換の場の確保や、研究発表等をとおした能力向上が必要です。また、
後輩栄養士の指導者・支援者としての役割を担うことによる能力向上が期待されます。

（４）評価体制
勤務年数にかかわらず、島根県の求める行政栄養士の姿にむけて能力を獲得できているか、
またその能力を発揮できたかについての評価は必要です。
特に新任期栄養士の場合は、短期的な振り返りや評価も併せて行うことが効果的と考えら
れます。そこで、行政栄養士一人ひとりについて、ステージごとの到達目標や達成度を確認
しながら求められる能力を育成していきます。
評価は、単に、行動目標が達成できたかどうかを評価するものではなく、目標に向かって
の過程や達成できた内容の確認や、達成できていない理由や課題についても検討する機会と
します。

①業務の振り返り評価（例）

＜新任期＞　
概ね６か月に１回を目安に到達目標に対する評価を行います。目標設定や、評価について
は、職場内の指導者やプリセプターなど支援者と共有する他、職場外のアドバイザーやトレー
ナーとも話合いをしながら進めます。

＜中堅期以降＞
年１回、到達目標に対する自己評価を行います。自己評価では、基準の解釈や価値観の違
い等により人により評価結果には差がでることも考えられます。専門能力の客観的な評価、
今後高めたい能力や、広めたい活動等について、所属上司のみでなく管理期の行政栄養士と
共有し、めざす姿の達成につなげます。
なお、業務の振り返り、評価は、自ら評価することで自身の実践能力の課題を把握し、自
己啓発へつなげることを目的としており、評価結果は、全県での研修企画や、各所属におけ
る人材育成の評価資料としても活用が期待できます。
また、島根県は、島根県における栄養改善のめざす姿の達成にむけた人材育成・現任教育
の実施状況の共有等を目的に、関係機関との検討の場を設定し、本ガイドラインの進行管理
を行います。

自己評価時期 助言・指導者 結果の活用

新任期 年２回
（６か月ごと）

所属上司
職場内指導者
職場外指導者

自己課題の確認
今後の目標設定
支援体制の見直し

中堅期、プレ管理期、
管理期 年１回 所属上司 自己課題の確認

今後の目標設定
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５　おわりに

地域保健法第３条において、市町村、都道府県、国の責務として地域保健従事者の資質向
上に努めることが規定されています。
また、同法第４条に基づく地域保健対策の推進に関する基本的な指針において、市町村及
び都道府県は人材の資質の向上として、職員に対する研修の企画及び調整を一元的に行う体
制を整備することと、研修内容の企画及び実施について関係部局が連携すること等が記載さ
れ、また都道府県は市町村の求めに応じ、市町村職員に対する体系的な研修を計画的に推進
することが示されています。
島根県の喫緊の課題の一つである、健康寿命の延伸や健康格差の減少のためには、栄養・
食生活の改善は重要な対策の一つです。多様化、複雑化している健康課題に対応し、地域特
性に応じた栄養施策の推進が求められています。
少数配置職場の多い島根県では、今後も行政栄養士の人材確保を進め、行政栄養士の人材
育成のため、県・市町村の立場を超えて、ともに育ち合う体制づくりを進めます。そして、
栄養政策の成果を最大限にあげ、自治体の目指す姿に貢献できる行政栄養士を育成していき
たいと思います。
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地域における行政栄養士による健康づくり及び 

栄養・食生活の改善について 

 

地域における行政栄養士（地方公共団体において地域住民に対する栄養指導 

等に従事する管理栄養士等をいう。以下同じ。）による健康づくり及び栄養・ 

食生活の改善に関する施策については、地域保健法（昭和２２年法律第  

１０１号）及び健康増進法（平成１４年法律第１０３号）に基づき実施され、 

食育基本法（平成１７年法律第６３号）及び高齢者の医療の確保に関する法律

（昭和５７年法律第８０号）に基づく特定健康診査及び特定保健指導等により、

保健対策において健康づくり及び栄養・食生活の改善を推進することが一層重

要となってきている。 

今般、地域保健対策の推進に関する基本的な指針（平成６年厚生省告示第３

７４号）及び国民の健康の増進の総合的な推進を図るための基本的な方針（平

成１５年厚生労働省告示第１９５号）が改正されたことに伴い、健康日本２１

（第二次）の推進とともに、下記により、地域における行政栄養士による健康

づくり及び栄養・食生活の改善の一層の推進が図られるようお願いする。各都

道府県においては、管内市町村（保健所設置市及び特別区を除く。）等に周知

を図るとともに、その円滑な実施について遺憾なきよう御指導願いたい。 

なお、市町村における行政栄養士の配置については、地方交付税の算定対象 

となっていることを申し添える。 

また、本通知は地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第２４５条の４に基 

づく技術的助言であることを申し添える。 

この通知の施行をもって「地域における行政栄養士による健康づくり及び栄

養・食生活の改善について」（平成２０年１０月１０日付け健発第１０１００

０３号）は廃止する。 
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記 

 

 
１ 都道府県及び市町村（特別区を含む。以下同じ。）は、健康日本２１（第 

二次）の着実な推進に向け、栄養・食生活の改善が、生活習慣病の発症予防と

重症化予防の徹底、子どもや高齢者の健康、社会環境の整備の促進に関わるこ

とから、健康づくりや栄養・食生活の改善の重要な担い手である行政栄養士が、

優先されるべき施策の企画、実施及び評価を行うことができる体制を整備する

こと。 

特に、医療費の適正化等、持続可能な地域社会の実現に向け、予防可能な疾

患の発症及び重症化予防の徹底を図るために、多職種協働により、特定健診・

特定保健指導の結果や各種調査結果等の総合的な分析を通して、地域の優先的

な健康課題を明確にするとともに、行政栄養士がその背景にある食事内容、食

習慣及び食環境を特定し、改善に取り組む体制の確保に努めること。 

 

２ 都道府県及び市町村は、行政栄養士の職務の重要性にかんがみ、行政栄養士

の計画的かつ継続的な確保に努めること。この際、健康づくり、母子保健、

介護予防及び介護保険、国民健康保険等の地域保健対策の推進のための業務

を担当する各部門（企画調整部門を含む。）に、地域の実情に応じ、行政栄

養士を配置するよう努めること。 

  あわせて、都道府県においては、行政栄養士が未配置である市町村に対し、

その配置を促すため、当該市町村における行政栄養士の配置計画の作成等に

関して必要な支援を行うよう努めること。 

 

３ 都道府県及び市町村は、健康づくり及び栄養・食生活の改善に関する施策の

推進及び行政栄養士の育成に当たって、配置の現状と施策の成果が最大に得

られるような配置の姿を勘案し、職位や業務年数に応じて求められる能力が

発揮できる適切な配置に努めるとともに、求められる能力が獲得できるよう、

行政栄養士に対する現任教育を体系的に実施すること。 
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島
根
県
管
理
栄
養
士
キ
ャ
リ
ア
ラ
ダ
ー

【
参
考
】

①
人
材
育
成
ガ
イ
ド
～
公
衆
栄
養
分
野
に
お
け
る
人
材
育
成
の
考
え
方
～
　
H
28
.3
月
日
本
栄
養
士
会
　
公
衆
衛
生
事
業
部
　
･･
･表
８
（
公
衆
栄
養
分
野
に
お
け
る
年
代
別
キ
ャ
リ
ア
と
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
）
、
表
11
－
1～

５
（
生
涯
教
育
到
達
目
標
（
公
衆
栄
養
分
野
）
に
基
づ
く
研
修
ナ
ビ
）

②
島
根
県
保
健
師
（
県
職
員
用
）
人
材
育
成
計
画
　
H
30
.3
月
　
･･
･島
根
県
保
健
師
の
キ
ャ
リ
ア
ラ
ダ
ー
（
専
門
能
力
）

③
新
任
時
期
の
行
政
栄
養
士
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
　
H
21
.3
月
　
･･
･様
式
９

④
高
知
県
行
政
栄
養
士
人
材
育
成
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
　
H
31
.3
月
　
･･
･行
政
栄
養
士
と
し
て
の
能
力
、
（
資
料
２
）
県
行
政
栄
養
士
の
め
ざ
す
姿
の
詳
細
図

⑤
県
管
理
栄
養
士
人
材
育
成
意
見
交
換
会
　
R3
.1
.1
2

【
留
意
事
項
】

・
採
用
4-
5年

目
は
、
で
き
る
こ
と
を
1つ

ず
つ
増
や
し
て
い
く

・
中
堅
期
の
能
力
・
行
動
は
、
前
期
（
4年

程
度
～
）
と
後
期
（
12
年
程
度
～
）
で
は
異
な
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
目
安
と
し
て
【
後
期
】
を
記
載
。
経
験
年
数
に
応
じ
た
能
力
獲
得
を
目
指
す
。
ま
た
、
前
期
で
あ
っ
て
も
【
後
期
】
を
意
識
し
て
取
り
組
む

・
プ
レ
管
理
期
は
、
中
堅
期
の
【
後
期
】
も
合
わ
せ
て
確
認
す
る
と
同
時
に
、
管
理
期
を
意
識
し
て
取
り
組
む

1
新
任
期
　
（
3年

ま
で
）

中
堅
期
　
（
4年

程
度
～
）

プ
レ
管
理
期

管
理
期

2
職
位

管
理
栄
養
士

管
理
栄
養
士
～
管
理
栄
養
主
任

企
画
員
～

課
長
以
上

4
獲
得
能
力

基
本
的
能
力
を
身
に
つ
け
る

分
析
実
践
能
力
を
養
う

創
造
実
践
能
力
を
磨
く

管
理
調
整
能
力
を
培
う

5
目
指
す
姿

指
導
の
も
と
、
行
政
栄
養
士
業
務
の
基
本
を
習
得
す
る
こ
と
が
で
き

る
①

上
位
計
画
を
意
識
し
、
公
衆
栄
養
の
視
点
か
ら
必
要
な
分
析
や
事
業

の
企
画
立
案
が
で
き
る

①
上
位
計
画
を
理
解
し
、
組
織
の
中
で
求
め
ら
れ
る
役
割
に
応
え
る
こ

と
が
で
き
る

⑤
公
衆
衛
生
全
般
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
が
で
き
る

①

指
導
の
も
と
、
公
衆
栄
養
の
視
点
を
身
に
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る

①
地
域
の
社
会
資
源
を
知
り
、
つ
な
ぐ
こ
と
が
で
き
る

⑤
地
域
全
体
の
公
衆
栄
養
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
が
で
き
る

①
行
政
職
と
し
て
も
リ
ー
ダ
ー
の
管
理
栄
養
士
で
、
県
の
栄
養
施
策
を

根
拠
に
基
づ
き
見
え
る
形
で
発
信
す
る
こ
と
が
で
き
る

⑤

地
域
の
社
会
資
源
を
活
用
し
た
効
果
的
な
施
策
提
案
が
で
き
る

①
明
確
な
信
念
と
柔
軟
性
を
バ
ラ
ン
ス
良
く
持
ち
、
周
囲
の
信
頼
を
得

る
こ
と
が
で
き
る

④

6
コ
ア
（
行
動
目
標
）

健
康
増
進
計
画
、
食
育
推
進
計
画
等
と
担
当
業
務
を
結
び
付
け
て
考

え
る
こ
と
が
で
き
る

①
健
康
増
進
計
画
、
食
育
推
進
計
画
等
の
達
成
目
標
を
意
識
し
、

PD
CA
サ
イ
ク
ル
に
基
づ
き
事
業
展
開
が
で
き
る

①
上
位
計
画
を
見
据
え
、
保
健
医
療
計
画
等
の
策
定
、
見
直
し
、
施
策

化
の
中
核
的
な
役
割
を
担
う
こ
と
が
で
き
る

①
健
康
栄
養
課
題
解
決
の
た
め
の
施
策
が
提
案
で
き
る

②

基
本
的
な
個
別
支
援
と
集
団
指
導
を
行
う
こ
と
が
で
き
る

①
健
康
増
進
計
画
等
の
策
定
、
進
行
管
理
等
に
関
わ
り
、
必
要
な
施
策

の
提
案
や
見
直
し
等
で
き
る
　
【
後
期
】

①
住
民
主
体
の
健
康
づ
く
り
活
動
や
地
域
の
食
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
体
制

を
生
か
し
た
事
業
展
開
が
で
き
る

①
複
雑
困
難
な
事
例
へ
の
対
応
、
住
民
や
団
体
の
主
体
的
な
活
動
運
営

に
対
す
る
支
援
へ
の
ス
ー
パ
ー
バ
イ
ズ
（
総
合
的
客
観
的
助
言
）
が

①

担
当
業
務
を
中
心
に
し
た
地
域
診
断
が
で
き
る

①
単
独
で
、
担
当
業
務
を
中
心
に
し
た
地
域
診
断
が
で
き
る

①
地
域
の
必
要
に
応
じ
、
社
会
資
源
の
開
発
及
び
活
用
が
で
き
る

①

担
当
業
務
を
PD
CA
サ
イ
ク
ル
を
意
識
し
て
、
行
う
こ
と
が
で
き
る

①
住
民
主
体
の
健
康
づ
く
り
活
動
の
支
援
や
地
域
の
関
係
者
と
連
携
し

た
事
業
展
開
が
で
き
る

①
調
査
研
究
計
画
を
企
画
立
案
、
実
施
し
、
事
業
に
反
映
で
き
る

①

担
当
業
務
を
通
じ
て
、
地
域
の
関
係
者
と
の
関
係
づ
く
り
を
進
め
る

こ
と
が
で
き
る

①
担
当
業
務
を
ま
と
め
、
研
究
発
表
す
る
こ
と
が
で
き
る

①

チ
ー
ム
の
一
員
と
し
て
、
複
雑
困
難
な
事
例
に
対
応
で
き
る

①
②

7
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

担
当
業
務
を
通
じ
て
、
地
域
の
健
康
・
栄
養
課
題
が
整
理
で
き
る

①
全
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
の
地
域
の
健
康
・
栄
養
の
課
題
を
明
確
に
し
、

改
善
策
を
提
案
で
き
る

①
全
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
の
公
衆
栄
養
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
が
で
き
る

①
地
域
全
体
の
公
衆
栄
養
も
含
め
た
公
衆
衛
生
全
般
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

が
で
き
る

①

8
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

新
任
者
と
信
頼
関
係
を
築
き
、
基
本
的
な
業
務
を
と
も
に
活
動
し
な

が
ら
支
援
で
き
る

①
課
（
係
）
員
の
特
性
や
能
力
に
応
じ
た
、
的
確
な
指
導
が
で
き
る

－
部
下
の
能
力
を
的
確
に
評
価
し
、
育
成
で
き
る

①

組
織
人
と
し
て
成
長
し
て
い
く
プ
ロ
セ
ス
を
支
援
で
き
る

①
新
任
者
の
育
成
状
況
を
把
握
し
、
研
修
体
制
を
確
保
で
き
る

①

管
理
栄
養
士
の
採
用
計
画
、
配
置
等
へ
の
提
案
が
で
き
る

－

参
考

参
考

参
考

参
考
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新
任
期

参
考

中
堅
期

参
考

プ
レ
管
理
期

参
考

管
理
期

参
考

9
基
本
と
な

る
行
動

職
業
倫
理
を
ベ
ー
ス
と
し

た
態
度
や
行
動

同
僚
や
他
部
門
関
係
者
と
適
切
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る
こ

と
が
で
き
る

①
県
や
所
属
の
方
針
に
基
づ
き
、
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
と
り
な
が
ら
職
務

遂
行
で
き
る

①
課
（
係
）
内
で
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
と
り
、
具
体
的
な
活
動
が
実
施

で
き
る

①
誠
意
と
気
概
を
も
っ
て
管
理
者
と
し
て
の
立
場
と
責
任
を
全
う
す
る

①

行
政
職
と
し
て
、
管
理
栄
養
士
と
し
て
、
対
象
者
に
対
し
て
ふ
さ
わ

し
い
行
動
を
と
る
こ
と
が
で
き
る

①
業
務
遂
行
や
問
題
解
決
に
、
柔
軟
に
、
的
確
に
対
応
し
、
責
任
を
全

う
で
き
る

①
情
勢
の
変
化
に
対
応
し
て
自
ら
の
判
断
で
適
切
な
対
処
が
で
き
る

①

守
秘
義
務
に
つ
い
て
理
解
し
順
守
で
き
る

①
②
向
上
心
を
も
っ
て
職
務
、
知
識
や
ス
キ
ル
の
習
得
、
人
的
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
拡
大
に
努
め
て
い
る

①

業
務
の
記
録
を
適
切
に
行
い
、
関
係
者
へ
適
正
に
伝
達
で
き
る

②
日
頃
か
ら
幅
広
く
情
報
収
集
を
行
う
こ
と
が
で
き
る

④

10
組
織
人
と
し
て
の
態
度
や

行
動

ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
を
意
識
で
き
る

－
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
を
調
整
し
、
決
め
ら
れ
た
業
務
を
時
間
内

に
実
施
で
き
る

－
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
を
と
り
な
が
ら
、
発
展
的
に
仕
事
が
で
き

る
②

効
率
よ
く
業
務
遂
行
で
き
る
よ
う
組
織
内
を
調
整
指
示
で
き
る

①

平
時
か
ら
、
上
司
に
業
務
上
の
報
告
・
連
絡
・
相
談
を
適
切
に
行
う

こ
と
が
で
き
る

業
務
の
優
先
順
位
を
つ
け
、
効
率
よ
く
、
業
務
遂
行
で
き
る
よ
う
進

捗
管
理
が
で
き
る

①
②

課
（
係
）
の
ス
タ
ッ
フ
と
上
司
の
パ
イ
プ
役
的
役
割
が
遂
行
で
き
る

②
困
難
な
状
況
、
突
発
的
な
出
来
事
に
つ
い
て
組
織
と
し
て
判
断
で

き
、
部
下
に
指
導
で
き
る

①

県
や
所
属
の
理
念
・
方
針
、
各
種
計
画
を
理
解
で
き
、
そ
の
中
で
担

当
業
務
の
役
割
が
理
解
で
き
る

①
②
ト
ラ
ブ
ル
や
対
処
が
困
難
な
場
合
、
上
司
に
相
談
し
、
適
切
に
対
処

で
き
る

①
後
輩
の
報
告
を
正
確
に
聞
き
、
組
織
内
に
必
要
な
情
報
を
判
断
し
て

適
切
な
情
報
提
供
が
で
き
る

①
県
の
方
針
と
重
要
課
題
を
的
確
に
捉
え
、
各
種
計
画
の
策
定
、
進
行

管
理
、
評
価
等
に
指
導
的
に
関
わ
り
、
そ
の
遂
行
を
支
援
で
き
る

①

県
や
所
属
の
方
針
、
各
種
計
画
の
目
標
、
地
域
の
健
康
課
題
を
整
理

し
、
そ
の
中
で
担
当
業
務
の
役
割
を
明
確
に
す
る
こ
と
が
で
き
る

①
所
属
部
署
を
超
え
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
で
き
る

②
組
織
内
外
の
関
係
部
局
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
用
で
き
る

②

各
種
計
画
と
担
当
業
務
を
結
び
付
け
た
事
業
が
企
画
立
案
、
実
施
で

き
る

①
関
係
者
と
の
信
頼
関
係
を
築
き
な
が
ら
円
滑
な
組
織
運
営
に
努
め
る

①

課
（
係
）
の
業
務
全
般
が
理
解
で
き
る

②

11
関
連
法
規
の
理
解

担
当
業
務
の
根
拠
法
令
、
通
知
、
実
施
要
領
、
予
算
等
の
仕
組
み
が

理
解
で
き
る

①
②
上
位
計
画
や
、
担
当
業
務
の
根
拠
法
令
、
通
知
、
実
施
要
領
、
予
算

等
の
仕
組
み
が
理
解
で
き
、
根
拠
に
基
づ
き
業
務
遂
行
で
き
る

①
保
健
医
療
福
祉
に
関
す
る
関
連
法
規
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、
業
務

遂
行
で
き
る

①
関
連
法
規
に
基
づ
き
、
保
健
医
療
福
祉
の
担
当
分
野
の
全
体
管
理
が

で
き
る

②

参
加
す
る
事
業
の
法
的
根
拠
を
理
解
し
て
い
る

①

12
人
材
育
成

組
織
の
人
材
育
成
方
針
及
び
新
任
時
期
の
行
政
栄
養
士
支
援
プ
ロ
グ

ラ
ム
が
理
解
で
き
る

②
新
任
者
の
相
談
に
応
じ
、
適
切
な
説
明
等
が
で
き
る

①
②

課
（
係
）
員
の
特
性
や
能
力
を
把
握
し
、
上
司
に
的
確
に
伝
え
る
こ

と
が
で
き
る

－
部
下
の
能
力
を
的
確
に
ア
セ
ス
メ
ン
ト
す
る
こ
と
が
で
き
る

①

自
己
の
成
長
を
振
り
返
り
、
次
の
成
長
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
で
き
る

②
新
任
者
が
自
分
で
考
え
自
分
で
気
づ
け
る
関
わ
り
を
持
つ
こ
と
が
で

き
る

①
②

部
下
の
能
力
適
性
に
応
じ
た
育
成
が
で
き
る

②

課
（
係
）
内
の
業
務
の
進
行
状
況
を
把
握
し
、
協
力
し
業
務
を
実
施

す
る
雰
囲
気
づ
く
り
が
で
き
る
　
【
後
期
】

②
人
材
の
適
性
を
見
極
め
、
適
切
な
業
務
配
分
が
で
き
る

②

人
材
育
成
上
の
課
題
を
抽
出
し
、
見
直
し
案
を
提
示
で
き
る
　
【
後

期
】

②
職
場
の
人
材
育
成
計
画
を
立
案
し
、
必
要
な
環
境
整
備
が
で
き
る

①

13
政
策
形
成

県
の
優
先
的
な
健
康
栄
養
課
題
を
知
っ
て
い
る

①
優
先
的
な
健
康
栄
養
課
題
に
対
応
す
る
中
長
期
計
画
の
策
定
に
参
画

で
き
る

①
②

保
健
医
療
計
画
に
基
づ
い
た
事
業
計
画
を
立
案
し
、
事
業
や
予
算
の

必
要
性
に
つ
い
て
上
司
や
予
算
担
当
者
に
説
明
で
き
る

②
優
先
的
な
健
康
栄
養
課
題
に
対
応
す
る
中
長
期
計
画
を
策
定
す
る
た

め
の
指
導
が
で
き
る

①

優
先
的
な
健
康
栄
養
課
題
に
対
応
す
る
中
長
期
計
画
の
提
案
、
策

定
、
進
行
管
理
、
評
価
等
に
中
心
的
に
関
わ
る
こ
と
が
で
き
る

【
後
期
】

①
②

地
域
の
健
康
栄
養
課
題
を
解
決
す
る
た
め
の
組
織
ビ
ジ
ョ
ン
を
踏
ま

え
た
施
策
を
、
保
健
医
療
福
祉
に
関
す
る
各
計
画
策
定
時
に
提
案
で

き
る

②

国
の
施
策
の
変
化
に
合
わ
せ
、
既
存
事
業
を
再
編
し
、
適
切
に
予
算

の
執
行
管
理
が
で
き
る
　
【
後
期
】

②

14
PD
CA
サ
イ
ク
ル
に
基
づ
く
事
業
評
価
方
法
を
理
解
で
き
る

②
課
（
係
）
内
の
メ
ン
バ
ー
と
共
に
、
担
当
業
務
の
評
価
及
び
見
直
し

を
主
体
的
に
実
施
で
き
る

②
所
属
部
署
内
外
の
関
係
者
と
事
業
評
価
を
行
い
、
事
業
の
見
直
し
や

新
規
事
業
の
計
画
が
提
案
で
き
る

②
評
価
に
基
づ
き
公
衆
栄
養
活
動
の
効
果
を
検
証
し
、
施
策
の
見
直
し

に
つ
い
て
提
案
で
き
る

②

担
当
業
務
の
評
価
結
果
に
基
づ
き
事
業
の
見
直
し
が
で
き
る

②
事
業
計
画
立
案
時
に
評
価
指
標
を
適
切
に
設
定
で
き
る
　
【
後
期
】

②
施
策
立
案
時
に
評
価
指
標
を
適
切
に
設
定
で
き
る

②

政
策
形
成

／
評
価

能
力
・
行
動

行 政 職 と し て

PD
CA
サ
イ
ク
ル
に
基
づ

く
事
業
実
施
・
施
策
評
価
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新
任
期

参
考

中
堅
期

参
考

プ
レ
管
理
期

参
考

管
理
期

参
考

9
基
本
と
な

る
行
動

職
業
倫
理
を
ベ
ー
ス
と
し

た
態
度
や
行
動

同
僚
や
他
部
門
関
係
者
と
適
切
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る
こ

と
が
で
き
る

①
県
や
所
属
の
方
針
に
基
づ
き
、
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
と
り
な
が
ら
職
務

遂
行
で
き
る

①
課
（
係
）
内
で
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
と
り
、
具
体
的
な
活
動
が
実
施

で
き
る

①
誠
意
と
気
概
を
も
っ
て
管
理
者
と
し
て
の
立
場
と
責
任
を
全
う
す
る

①

行
政
職
と
し
て
、
管
理
栄
養
士
と
し
て
、
対
象
者
に
対
し
て
ふ
さ
わ

し
い
行
動
を
と
る
こ
と
が
で
き
る

①
業
務
遂
行
や
問
題
解
決
に
、
柔
軟
に
、
的
確
に
対
応
し
、
責
任
を
全

う
で
き
る

①
情
勢
の
変
化
に
対
応
し
て
自
ら
の
判
断
で
適
切
な
対
処
が
で
き
る

①

守
秘
義
務
に
つ
い
て
理
解
し
順
守
で
き
る

①
②
向
上
心
を
も
っ
て
職
務
、
知
識
や
ス
キ
ル
の
習
得
、
人
的
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
拡
大
に
努
め
て
い
る

①

業
務
の
記
録
を
適
切
に
行
い
、
関
係
者
へ
適
正
に
伝
達
で
き
る

②
日
頃
か
ら
幅
広
く
情
報
収
集
を
行
う
こ
と
が
で
き
る

④

10
組
織
人
と
し
て
の
態
度
や

行
動

ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
を
意
識
で
き
る

－
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
を
調
整
し
、
決
め
ら
れ
た
業
務
を
時
間
内

に
実
施
で
き
る

－
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
を
と
り
な
が
ら
、
発
展
的
に
仕
事
が
で
き

る
②

効
率
よ
く
業
務
遂
行
で
き
る
よ
う
組
織
内
を
調
整
指
示
で
き
る

①

平
時
か
ら
、
上
司
に
業
務
上
の
報
告
・
連
絡
・
相
談
を
適
切
に
行
う

こ
と
が
で
き
る

業
務
の
優
先
順
位
を
つ
け
、
効
率
よ
く
、
業
務
遂
行
で
き
る
よ
う
進

捗
管
理
が
で
き
る

①
②

課
（
係
）
の
ス
タ
ッ
フ
と
上
司
の
パ
イ
プ
役
的
役
割
が
遂
行
で
き
る

②
困
難
な
状
況
、
突
発
的
な
出
来
事
に
つ
い
て
組
織
と
し
て
判
断
で

き
、
部
下
に
指
導
で
き
る

①

県
や
所
属
の
理
念
・
方
針
、
各
種
計
画
を
理
解
で
き
、
そ
の
中
で
担

当
業
務
の
役
割
が
理
解
で
き
る

①
②
ト
ラ
ブ
ル
や
対
処
が
困
難
な
場
合
、
上
司
に
相
談
し
、
適
切
に
対
処

で
き
る

①
後
輩
の
報
告
を
正
確
に
聞
き
、
組
織
内
に
必
要
な
情
報
を
判
断
し
て

適
切
な
情
報
提
供
が
で
き
る

①
県
の
方
針
と
重
要
課
題
を
的
確
に
捉
え
、
各
種
計
画
の
策
定
、
進
行

管
理
、
評
価
等
に
指
導
的
に
関
わ
り
、
そ
の
遂
行
を
支
援
で
き
る

①

県
や
所
属
の
方
針
、
各
種
計
画
の
目
標
、
地
域
の
健
康
課
題
を
整
理

し
、
そ
の
中
で
担
当
業
務
の
役
割
を
明
確
に
す
る
こ
と
が
で
き
る

①
所
属
部
署
を
超
え
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
で
き
る

②
組
織
内
外
の
関
係
部
局
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
用
で
き
る

②

各
種
計
画
と
担
当
業
務
を
結
び
付
け
た
事
業
が
企
画
立
案
、
実
施
で

き
る

①
関
係
者
と
の
信
頼
関
係
を
築
き
な
が
ら
円
滑
な
組
織
運
営
に
努
め
る

①

課
（
係
）
の
業
務
全
般
が
理
解
で
き
る

②

11
関
連
法
規
の
理
解

担
当
業
務
の
根
拠
法
令
、
通
知
、
実
施
要
領
、
予
算
等
の
仕
組
み
が

理
解
で
き
る

①
②
上
位
計
画
や
、
担
当
業
務
の
根
拠
法
令
、
通
知
、
実
施
要
領
、
予
算

等
の
仕
組
み
が
理
解
で
き
、
根
拠
に
基
づ
き
業
務
遂
行
で
き
る

①
保
健
医
療
福
祉
に
関
す
る
関
連
法
規
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、
業
務

遂
行
で
き
る

①
関
連
法
規
に
基
づ
き
、
保
健
医
療
福
祉
の
担
当
分
野
の
全
体
管
理
が

で
き
る

②

参
加
す
る
事
業
の
法
的
根
拠
を
理
解
し
て
い
る

①

12
人
材
育
成

組
織
の
人
材
育
成
方
針
及
び
新
任
時
期
の
行
政
栄
養
士
支
援
プ
ロ
グ

ラ
ム
が
理
解
で
き
る

②
新
任
者
の
相
談
に
応
じ
、
適
切
な
説
明
等
が
で
き
る

①
②

課
（
係
）
員
の
特
性
や
能
力
を
把
握
し
、
上
司
に
的
確
に
伝
え
る
こ

と
が
で
き
る

－
部
下
の
能
力
を
的
確
に
ア
セ
ス
メ
ン
ト
す
る
こ
と
が
で
き
る

①

自
己
の
成
長
を
振
り
返
り
、
次
の
成
長
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
で
き
る

②
新
任
者
が
自
分
で
考
え
自
分
で
気
づ
け
る
関
わ
り
を
持
つ
こ
と
が
で

き
る

①
②

部
下
の
能
力
適
性
に
応
じ
た
育
成
が
で
き
る

②

課
（
係
）
内
の
業
務
の
進
行
状
況
を
把
握
し
、
協
力
し
業
務
を
実
施

す
る
雰
囲
気
づ
く
り
が
で
き
る
　
【
後
期
】

②
人
材
の
適
性
を
見
極
め
、
適
切
な
業
務
配
分
が
で
き
る

②

人
材
育
成
上
の
課
題
を
抽
出
し
、
見
直
し
案
を
提
示
で
き
る
　
【
後

期
】

②
職
場
の
人
材
育
成
計
画
を
立
案
し
、
必
要
な
環
境
整
備
が
で
き
る

①

13
政
策
形
成

県
の
優
先
的
な
健
康
栄
養
課
題
を
知
っ
て
い
る

①
優
先
的
な
健
康
栄
養
課
題
に
対
応
す
る
中
長
期
計
画
の
策
定
に
参
画

で
き
る

①
②

保
健
医
療
計
画
に
基
づ
い
た
事
業
計
画
を
立
案
し
、
事
業
や
予
算
の

必
要
性
に
つ
い
て
上
司
や
予
算
担
当
者
に
説
明
で
き
る

②
優
先
的
な
健
康
栄
養
課
題
に
対
応
す
る
中
長
期
計
画
を
策
定
す
る
た

め
の
指
導
が
で
き
る

①

優
先
的
な
健
康
栄
養
課
題
に
対
応
す
る
中
長
期
計
画
の
提
案
、
策

定
、
進
行
管
理
、
評
価
等
に
中
心
的
に
関
わ
る
こ
と
が
で
き
る

【
後
期
】

①
②

地
域
の
健
康
栄
養
課
題
を
解
決
す
る
た
め
の
組
織
ビ
ジ
ョ
ン
を
踏
ま

え
た
施
策
を
、
保
健
医
療
福
祉
に
関
す
る
各
計
画
策
定
時
に
提
案
で

き
る

②

国
の
施
策
の
変
化
に
合
わ
せ
、
既
存
事
業
を
再
編
し
、
適
切
に
予
算

の
執
行
管
理
が
で
き
る
　
【
後
期
】

②

14
PD
CA
サ
イ
ク
ル
に
基
づ
く
事
業
評
価
方
法
を
理
解
で
き
る

②
課
（
係
）
内
の
メ
ン
バ
ー
と
共
に
、
担
当
業
務
の
評
価
及
び
見
直
し

を
主
体
的
に
実
施
で
き
る

②
所
属
部
署
内
外
の
関
係
者
と
事
業
評
価
を
行
い
、
事
業
の
見
直
し
や

新
規
事
業
の
計
画
が
提
案
で
き
る

②
評
価
に
基
づ
き
公
衆
栄
養
活
動
の
効
果
を
検
証
し
、
施
策
の
見
直
し

に
つ
い
て
提
案
で
き
る

②

担
当
業
務
の
評
価
結
果
に
基
づ
き
事
業
の
見
直
し
が
で
き
る

②
事
業
計
画
立
案
時
に
評
価
指
標
を
適
切
に
設
定
で
き
る
　
【
後
期
】

②
施
策
立
案
時
に
評
価
指
標
を
適
切
に
設
定
で
き
る

②

政
策
形
成

／
評
価

能
力
・
行
動

行 政 職 と し て

PD
CA
サ
イ
ク
ル
に
基
づ

く
事
業
実
施
・
施
策
評
価

新
任
期

参
考

中
堅
期

参
考

プ
レ
管
理
期

参
考

管
理
期

参
考

能
力
・
行
動

15
県
/市
町
村
と
の
連
携

担
当
業
務
を
通
じ
、
県
と
市
町
村
が
連
携
し
て
事
業
を
行
う
こ
と
の

必
要
性
が
理
解
で
き
る

①
担
当
業
務
を
通
じ
、
県
と
市
町
村
が
連
携
・
分
担
し
な
が
ら
、
地
域

の
栄
養
改
善
業
務
を
推
進
で
き
る

①
県
と
市
町
村
が
連
携
し
、
地
域
の
健
康
栄
養
課
題
に
つ
い
て
必
要
な

対
策
の
検
討
が
で
き
る

①
県
と
市
町
村
が
連
携
し
、
地
域
の
栄
養
施
策
を
展
開
し
、
共
に
成
果

を
あ
げ
る
体
制
を
つ
く
る
こ
と
が
で
き
る

①

市
町
村
栄
養
改
善
業
務
等
に
関
す
る
各
種
事
業
に
つ
い
て
理
解
で
き

る
③

16
住
民
組
織
と
の
連
携

積
極
的
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
り
、
信
頼
関
係
を
築
く
こ
と

が
で
き
る

④
住
民
参
加
型
の
健
康
づ
く
り
事
業
を
通
じ
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
キ
ャ
ピ
タ

ル
の
醸
成
や
支
援
に
関
わ
る
こ
と
が
で
き
る

①
住
民
組
織
、
N
PO
な
ど
の
活
動
に
つ
い
て
ス
ー
パ
ー
バ
イ
ズ
（
総

合
的
客
観
的
に
助
言
）
で
き
る

①
地
域
の
代
表
者
と
交
渉
・
調
整
し
、
地
域
と
協
働
し
た
活
動
が
実
施

で
き
る

②

多
様
な
地
域
組
織
の
役
割
や
関
係
性
が
把
握
で
き
る

②
住
民
組
織
、
N
PO
な
ど
の
活
動
に
対
す
る
支
援
へ
の
ス
ー
パ
ー
バ

イ
ズ
（
総
合
的
客
観
的
助
言
）
が
で
き
る

①

17
多
分
野
、
関
係
団
体
と
の

連
携

保
健
医
療
福
祉
分
野
等
、
多
様
な
分
野
が
実
施
す
る
関
連
事
業
に
参

加
し
、
情
報
を
共
有
す
る
こ
と
が
で
き
る

①
多
様
な
住
民
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
な
が
ら
、
関
係
団
体
や
地
域
組
織
等

と
共
に
活
動
で
き
る

②
健
康
栄
養
課
題
に
対
応
す
る
た
め
、
多
分
野
と
連
携
し
た
業
務
遂
行

が
円
滑
に
で
き
る

①
所
属
組
織
内
・
外
（
他
組
織
）
の
対
応
・
連
絡
調
整
や
連
携
を
図
る

こ
と
が
で
き
る

－

多
様
な
分
野
の
取
り
組
み
を
参
考
に
、
保
健
分
野
の
役
割
が
理
解
で

き
る

①
関
係
機
関
と
協
議
し
、
必
要
に
応
じ
て
新
た
な
社
会
資
源
や
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
立
ち
上
げ
を
検
討
す
る
こ
と
が
で
き
る

②

自
所
属
だ
け
で
な
く
、
他
部
局
と
組
織
横
断
的
な
活
動
が
で
き
る

④

18
調
査
研
究

国
民
健
康
・
栄
養
調
査
や
県
民
健
康
栄
養
調
査
の
手
法
等
を
理
解

し
、
関
係
者
に
伝
え
る
こ
と
が
で
き
る

③
地
域
の
健
康
栄
養
課
題
を
抽
出
す
る
た
め
の
方
法
を
理
解
し
、
課
題

解
決
の
た
め
の
調
査
研
究
に
協
力
し
て
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
る

①
地
域
の
健
康
栄
養
課
題
解
決
の
た
め
の
調
査
研
究
に
主
体
的
に
取
り

組
む
こ
と
が
で
き
る

①
地
域
の
健
康
栄
養
課
題
解
決
の
た
め
の
調
査
研
究
に
つ
い
て
指
導
で

き
る

①

地
域
の
健
康
課
題
を
抽
出
す
る
た
め
の
方
法
が
理
解
で
き
る

①
担
当
業
務
を
ま
と
め
発
表
で
き
る
（
県
発
表
会
・
学
会
等
）

①
研
究
結
果
を
ま
と
め
発
表
で
き
る
（
県
発
表
会
・
学
会
等
）

①
研
究
結
果
を
ま
と
め
、
施
策
提
案
で
き
る

①

指
導
の
も
と
、
調
査
結
果
等
を
適
切
に
分
析
し
、
担
当
業
務
と
し
て

ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
る

③

19
個
別
支
援

支
援
に
必
要
な
社
会
資
源
が
把
握
で
き
る

②
複
雑
な
事
例
の
ア
セ
ス
メ
ン
ト
を
行
い
、
支
援
を
実
践
で
き
る

②
複
雑
困
難
な
事
例
に
つ
い
て
ス
ー
パ
ー
バ
イ
ズ
（
総
合
的
客
観
的
助

言
）
が
で
き
る

①
②

個
別
支
援
か
ら
新
た
な
施
策
化
に
つ
い
て
助
言
が
で
き
る

②

対
象
者
に
応
じ
た
栄
養
ア
セ
ス
メ
ン
ト
、
栄
養
診
断
を
行
い
、
対
象

者
や
家
族
に
適
し
た
個
別
支
援
計
画
を
考
え
る
こ
と
が
で
き
る

①
②
個
別
指
導
の
集
積
は
地
域
の
栄
養
課
題
で
あ
る
こ
と
が
理
解
で
き
る

①

対
象
者
や
家
族
の
多
様
性
や
主
体
性
を
尊
重
し
た
栄
養
食
生
活
支

援
・
指
導
が
実
践
で
き
る

②
個
別
支
援
を
通
し
て
、
地
域
の
健
康
栄
養
課
題
を
明
ら
か
に
し
、
業

務
に
結
び
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
　
【
後
期
】

②

20
集
団
支
援

対
象
集
団
の
栄
養
ア
セ
ス
メ
ン
ト
、
栄
養
診
断
を
行
い
、
集
団
の
特

性
を
踏
ま
え
た
支
援
計
画
を
考
え
る
こ
と
が
で
き
る

①
集
団
指
導
の
結
果
の
集
積
は
地
域
の
栄
養
課
題
で
あ
る
こ
と
が
理
解

で
き
る

①
集
団
へ
の
支
援
を
通
し
て
地
域
の
課
題
解
決
に
向
け
た
事
業
を
立
案

で
き
る

②
集
団
へ
の
支
援
を
通
し
て
立
案
し
た
事
業
に
よ
り
、
住
民
に
よ
る
地

域
の
健
康
栄
養
課
題
の
解
決
を
支
援
す
る
こ
と
が
で
き
る

②

支
援
計
画
に
沿
っ
た
栄
養
食
生
活
支
援
・
指
導
が
実
践
で
き
る

②
集
団
支
援
を
通
し
て
、
地
域
の
健
康
栄
養
課
題
を
明
ら
か
に
す
る
こ

と
が
で
き
る
　
【
後
期
】

②

（
指
導
を
受
け
な
が
ら
）
集
団
支
援
計
画
に
沿
っ
た
栄
養
指
導
を
行

い
、
結
果
を
評
価
で
き
る

②

21
地
域
診
断

担
当
業
務
を
通
じ
て
、
地
域
の
健
康
栄
養
情
報
や
住
民
ニ
ー
ズ
が
収

集
で
き
る

①
②
量
的
・
質
的
デ
ー
タ
を
収
集
、
分
析
し
て
、
地
域
の
健
康
栄
養
課
題

や
背
景
に
あ
る
栄
養
・
食
生
活
の
課
題
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で

き
る

①
②

地
域
診
断
等
で
明
ら
か
に
な
っ
た
地
域
の
潜
在
的
な
課
題
よ
り
、
リ

ス
ク
低
減
や
予
防
策
を
計
画
し
、
実
践
で
き
る

②
地
域
診
断
等
で
明
ら
か
に
な
っ
た
課
題
を
施
策
立
案
に
活
用
で
き
る

②

収
集
し
た
統
計
、
健
診
結
果
、
各
種
調
査
結
果
等
よ
り
、
地
域
の
健

康
栄
養
課
題
を
整
理
、
明
確
化
す
る
こ
と
が
で
き
る

①
②
明
ら
か
と
な
っ
た
健
康
栄
養
課
題
の
優
先
性
が
判
断
で
き
る

②
地
域
診
断
の
考
え
方
、
手
法
等
を
部
下
に
指
導
で
き
る

①

疫
学
や
統
計
を
活
用
し
た
地
域
診
断
が
で
き
る

②

地
域
診
断
で
明
ら
か
に
な
っ
た
課
題
を
事
業
計
画
の
立
案
に
活
用
で

き
る
　
【
後
期
】

②

22
平
時

関
係
法
規
や
健
康
危
機
管
理
計
画
や
マ
ニ
ュ
ア
ル
等
が
理
解
で
き
る

②
健
康
危
機
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
基
づ
き
、
予
防
活
動
や
災
害
時
の
栄

養
・
食
生
活
の
備
え
に
つ
い
て
啓
発
で
き
る

①
②

地
域
特
性
に
応
じ
た
健
康
危
機
の
予
防
活
動
を
評
価
し
、
見
直
し
や

新
規
事
業
を
立
案
で
き
る

②
地
域
防
災
計
画
に
基
づ
き
、
必
要
な
業
務
継
続
計
画
の
策
定
に
つ
い

て
提
案
で
き
る

①

地
域
防
災
計
画
に
位
置
付
け
ら
れ
た
栄
養
・
食
生
活
支
援
が
理
解
で

き
る

①
地
域
特
性
を
踏
ま
え
た
健
康
危
機
の
低
減
の
た
め
の
事
業
が
提
案
で

き
る
　
【
後
期
】

②
市
町
村
栄
養
士
や
関
係
機
関
、
他
職
種
・
他
部
局
担
当
者
と
、
栄

養
・
食
生
活
支
援
体
制
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
が
で
き
る

－
栄
養
・
食
生
活
支
援
マ
ニ
ュ
ア
ル
（
仮
称
）
の
見
直
し
を
計
画
的
に

行
う
こ
と
が
で
き
る

②

公
的
備
蓄
や
炊
き
出
し
体
制
な
ど
の
整
備
の
必
要
性
が
理
解
で
き
る

①
市
町
村
や
給
食
施
設
の
災
害
へ
の
備
え
や
栄
養
・
食
生
活
支
援
体
制

に
つ
い
て
情
報
を
収
集
す
る
こ
と
が
で
き
る

－
有
事
に
起
こ
り
う
る
複
雑
な
状
況
の
対
応
に
備
え
、
平
時
よ
り
多
く

の
関
係
者
と
の
連
携
体
制
が
構
築
で
き
る

②

指
導
を
受
け
な
が
ら
、
健
康
危
機
に
備
え
た
普
及
啓
発
に
つ
い
て
検

討
す
る
こ
と
が
で
き
る

②
市
町
村
栄
養
士
や
関
係
機
関
と
栄
養
・
食
生
活
支
援
体
制
に
つ
い
て

検
討
す
る
こ
と
が
で
き
る

－

23
発
生
時

指
導
者
の
指
示
の
も
と
、
必
要
な
対
応
が
実
施
で
き
る

②
発
生
要
因
や
変
化
す
る
情
報
を
分
析
す
る
こ
と
が
で
き
る

②
組
織
内
の
関
連
部
署
と
連
携
・
調
整
で
き
る

②
危
機
管
理
発
生
時
に
ス
タ
ッ
フ
へ
の
指
示
を
出
し
、
組
織
内
の
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
が
で
き
る

②

現
状
を
把
握
し
、
情
報
を
整
理
し
、
上
司
に
報
告
す
る
こ
と
が
で
き

る
②

二
次
的
健
康
被
害
を
予
測
し
、
予
防
す
る
た
め
の
活
動
を
主
体
的
に

計
画
し
、
実
施
で
き
る
【
後
期
】

②
二
次
的
健
康
被
害
を
予
測
し
、
回
避
す
る
た
め
の
対
応
方
法
に
つ
い

て
、
変
化
す
る
状
況
を
踏
ま
え
た
見
直
し
が
で
き
る

②
有
事
に
起
こ
る
複
雑
な
状
況
に
、
組
織
の
代
表
者
を
補
佐
し
、
関
係

者
と
連
携
し
対
応
で
き
る

②

必
要
な
情
報
を
整
理
し
、
組
織
内
外
の
関
係
者
へ
共
有
で
き
る
【
後

期
】

②

　 調
整
力

専
門
性

対
人
支
援

地
域
支
援

健
康
危
機

管
理

専 門 職 と し て
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新
任
期

参
考

中
堅
期

参
考

プ
レ
管
理
期

参
考

管
理
期

参
考

能
力
・
行
動

24
栄
養
の
指

導
栄
養
の
指
導

栄
養
の
指
導
、
栄
養
ケ
ア
プ
ロ
セ
ス
・
食
事
管
理
プ
ロ
セ
ス
、
食
事

摂
取
基
準
等
関
連
制
度
を
正
し
く
理
解
し
て
い
る

①
栄
養
の
指
導
、
栄
養
ケ
ア
プ
ロ
セ
ス
・
食
事
管
理
プ
ロ
セ
ス
、
食
事

摂
取
基
準
等
関
連
制
度
を
正
し
く
理
解
し
て
い
る

①
栄
養
の
指
導
、
栄
養
ケ
ア
プ
ロ
セ
ス
・
食
事
管
理
プ
ロ
セ
ス
、
食
事

摂
取
基
準
等
関
連
制
度
を
正
し
く
理
解
し
て
い
る

①
科
学
的
な
根
拠
を
踏
ま
え
た
実
践
的
な
内
容
を
指
導
で
き
る

①

25
生
活
習
慣
病
の
発
症
・
重

症
化
予
防

優
先
順
位
の
高
い
生
活
習
慣
病
の
発
症
予
防
・
重
症
化
予
防
に
つ
い

て
、
課
題
が
理
解
で
き
る

①
担
当
業
務
の
中
で
、
生
活
習
慣
病
の
発
症
予
防
と
重
症
化
予
防
の
た

め
の
事
業
を
PD
CA
サ
イ
ク
ル
で
実
施
で
き
る

①
県
の
優
先
的
な
生
活
習
慣
病
の
発
症
予
防
と
重
症
化
予
防
の
た
め
に

必
要
な
施
策
を
事
業
化
し
、
PD
CA
サ
イ
ク
ル
で
実
施
で
き
る

①
施
策
の
推
進
、
評
価
検
証
、
課
題
解
決
に
向
け
た
計
画
の
修
正
、
戦

略
的
取
組
が
で
き
る
よ
う
環
境
整
備
が
で
き
る

①

生
活
習
慣
病
の
発
症
予
防
・
重
症
化
予
防
の
課
題
を
担
当
業
務
と
関

連
付
け
て
考
え
る
こ
と
が
で
き
る

①

26
次
世
代
/高
齢
者
の
健
康

（
自
律
支
援
）

次
世
代
や
高
齢
者
の
健
康
栄
養
課
題
が
理
解
で
き
る

①
担
当
業
務
の
中
で
、
次
世
代
や
高
齢
者
の
健
康
栄
養
課
題
に
対
応
し

た
事
業
を
PD
CA
サ
イ
ク
ル
で
実
施
で
き
る

①
次
世
代
や
高
齢
者
が
、
社
会
生
活
を
自
律
的
に
営
む
た
め
に
必
要
な

機
能
の
維
持
及
び
向
上
の
た
め
の
施
策
を
事
業
化
し
、
PD
CA
サ
イ

ク
ル
で
実
施
で
き
る

①
施
策
の
推
進
、
評
価
検
証
、
課
題
解
決
に
向
け
た
計
画
の
修
正
、
戦

略
的
取
り
組
み
が
で
き
る
よ
う
環
境
整
備
が
で
き
る

①

次
世
代
や
高
齢
者
の
健
康
栄
養
課
題
を
担
当
業
務
と
関
連
付
け
て
考

え
る
こ
と
が
で
き
る

①

27
食
環
境
整
備

ヘ
ル
シ
ー
メ
ニ
ュ
ー
の
提
供
、
食
育
推
進
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
活
用
、

地
域
の
栄
養
ケ
ア
の
拠
点
づ
く
り
な
ど
、
食
を
通
じ
た
社
会
環
境
の

整
備
促
進
の
た
め
に
必
要
な
資
源
・
体
制
等
を
自
分
な
り
に
考
え
る

こ
と
が
で
き
る

①
生
活
習
慣
病
の
発
症
・
重
症
化
予
防
や
、
次
世
代
・
高
齢
者
の
健
康

栄
養
課
題
の
解
決
に
向
け
、
食
を
通
じ
た
社
会
環
境
の
整
備
に
つ
い

て
考
え
る
こ
と
が
で
き
る

－
地
域
診
断
結
果
に
よ
り
明
ら
か
に
な
っ
た
健
康
栄
養
課
題
に
対
応
す

る
た
め
、
食
を
通
じ
た
社
会
環
境
整
備
に
必
要
な
事
業
を
企
画
立
案

し
、
施
策
化
で
き
る

①
施
策
の
推
進
、
評
価
検
証
、
課
題
解
決
に
向
け
た
計
画
の
修
正
、
戦

略
的
取
り
組
み
が
で
き
る
よ
う
環
境
整
備
が
で
き
る

①

公
衆
栄
養
活
動
が
円
滑
に
実
施
で
き
る
よ
う
、
自
圏
域
内
の
栄
養
士

や
食
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
に
、
最
新
の
情
報
の
提
供
や
、
活
動
支
援

の
た
め
の
研
修
等
が
企
画
で
き
る

③

特
定
給
食
施
設
指
導
に
関
す
る
基
本
的
事
項
を
理
解
し
、
指
導
に
行

く
た
め
の
計
画
・
準
備
が
で
き
る

③

各
給
食
施
設
の
栄
養
管
理
状
況
や
前
回
の
指
導
内
容
を
把
握
し
、
施

設
の
指
導
が
で
き
る

④

健
康
増
進
法
に
基
づ
く
食
品
表
示
に
関
す
る
基
本
的
事
項
を
理
解

し
、
的
確
な
指
導
が
で
き
る

①

28
指
導
を
受
け
な
が
ら
、
担
当
業
務
に
必
要
な
社
会
資
源
が
活
用
で
き

る
②

地
域
の
健
康
栄
養
課
題
や
地
域
特
性
を
も
と
に
、
地
域
包
括
ケ
ア
シ

ス
テ
ム
の
改
善
・
強
化
に
つ
い
て
関
係
機
関
と
検
討
で
き
る
　
【
後

期
】

②
地
域
の
健
康
栄
養
課
題
や
地
域
特
性
を
も
と
に
、
地
域
包
括
ケ
ア
シ

ス
テ
ム
の
創
出
・
改
善
・
強
化
に
つ
い
て
関
係
機
関
と
検
討
で
き
る

②
地
域
特
性
に
応
じ
た
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
か
か
る
施

策
化
が
で
き
る

②

担
当
業
務
や
担
当
事
例
へ
の
対
応
を
通
し
て
、
必
要
な
社
会
資
源
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
考
え
る
こ
と
が
で
き
る

②
地
域
の
社
会
資
源
が
活
用
で
き
る
よ
う
に
、
関
係
機
関
と
の
調
整
が

で
き
る

①
②

目
指
す
姿
や
目
標
等
を
住
民
や
関
係
機
関
と
共
有
す
る
こ
と
が
で
き

る
②

（ 行 政 栄 養 士 の 基 本 指 針 ） 個 別 業 務

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
・

支
援
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新
任
期

参
考

中
堅
期

参
考

プ
レ
管
理
期

参
考

管
理
期

参
考

能
力
・
行
動

24
栄
養
の
指

導
栄
養
の
指
導

栄
養
の
指
導
、
栄
養
ケ
ア
プ
ロ
セ
ス
・
食
事
管
理
プ
ロ
セ
ス
、
食
事

摂
取
基
準
等
関
連
制
度
を
正
し
く
理
解
し
て
い
る

①
栄
養
の
指
導
、
栄
養
ケ
ア
プ
ロ
セ
ス
・
食
事
管
理
プ
ロ
セ
ス
、
食
事

摂
取
基
準
等
関
連
制
度
を
正
し
く
理
解
し
て
い
る

①
栄
養
の
指
導
、
栄
養
ケ
ア
プ
ロ
セ
ス
・
食
事
管
理
プ
ロ
セ
ス
、
食
事

摂
取
基
準
等
関
連
制
度
を
正
し
く
理
解
し
て
い
る

①
科
学
的
な
根
拠
を
踏
ま
え
た
実
践
的
な
内
容
を
指
導
で
き
る

①

25
生
活
習
慣
病
の
発
症
・
重

症
化
予
防

優
先
順
位
の
高
い
生
活
習
慣
病
の
発
症
予
防
・
重
症
化
予
防
に
つ
い

て
、
課
題
が
理
解
で
き
る

①
担
当
業
務
の
中
で
、
生
活
習
慣
病
の
発
症
予
防
と
重
症
化
予
防
の
た

め
の
事
業
を
PD
CA
サ
イ
ク
ル
で
実
施
で
き
る

①
県
の
優
先
的
な
生
活
習
慣
病
の
発
症
予
防
と
重
症
化
予
防
の
た
め
に

必
要
な
施
策
を
事
業
化
し
、
PD
CA
サ
イ
ク
ル
で
実
施
で
き
る

①
施
策
の
推
進
、
評
価
検
証
、
課
題
解
決
に
向
け
た
計
画
の
修
正
、
戦

略
的
取
組
が
で
き
る
よ
う
環
境
整
備
が
で
き
る

①

生
活
習
慣
病
の
発
症
予
防
・
重
症
化
予
防
の
課
題
を
担
当
業
務
と
関

連
付
け
て
考
え
る
こ
と
が
で
き
る

①

26
次
世
代
/高
齢
者
の
健
康

（
自
律
支
援
）

次
世
代
や
高
齢
者
の
健
康
栄
養
課
題
が
理
解
で
き
る

①
担
当
業
務
の
中
で
、
次
世
代
や
高
齢
者
の
健
康
栄
養
課
題
に
対
応
し

た
事
業
を
PD
CA
サ
イ
ク
ル
で
実
施
で
き
る

①
次
世
代
や
高
齢
者
が
、
社
会
生
活
を
自
律
的
に
営
む
た
め
に
必
要
な

機
能
の
維
持
及
び
向
上
の
た
め
の
施
策
を
事
業
化
し
、
PD
CA
サ
イ

ク
ル
で
実
施
で
き
る

①
施
策
の
推
進
、
評
価
検
証
、
課
題
解
決
に
向
け
た
計
画
の
修
正
、
戦

略
的
取
り
組
み
が
で
き
る
よ
う
環
境
整
備
が
で
き
る

①

次
世
代
や
高
齢
者
の
健
康
栄
養
課
題
を
担
当
業
務
と
関
連
付
け
て
考

え
る
こ
と
が
で
き
る

①

27
食
環
境
整
備

ヘ
ル
シ
ー
メ
ニ
ュ
ー
の
提
供
、
食
育
推
進
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
活
用
、

地
域
の
栄
養
ケ
ア
の
拠
点
づ
く
り
な
ど
、
食
を
通
じ
た
社
会
環
境
の

整
備
促
進
の
た
め
に
必
要
な
資
源
・
体
制
等
を
自
分
な
り
に
考
え
る

こ
と
が
で
き
る

①
生
活
習
慣
病
の
発
症
・
重
症
化
予
防
や
、
次
世
代
・
高
齢
者
の
健
康

栄
養
課
題
の
解
決
に
向
け
、
食
を
通
じ
た
社
会
環
境
の
整
備
に
つ
い

て
考
え
る
こ
と
が
で
き
る

－
地
域
診
断
結
果
に
よ
り
明
ら
か
に
な
っ
た
健
康
栄
養
課
題
に
対
応
す

る
た
め
、
食
を
通
じ
た
社
会
環
境
整
備
に
必
要
な
事
業
を
企
画
立
案

し
、
施
策
化
で
き
る

①
施
策
の
推
進
、
評
価
検
証
、
課
題
解
決
に
向
け
た
計
画
の
修
正
、
戦

略
的
取
り
組
み
が
で
き
る
よ
う
環
境
整
備
が
で
き
る

①

公
衆
栄
養
活
動
が
円
滑
に
実
施
で
き
る
よ
う
、
自
圏
域
内
の
栄
養
士

や
食
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
に
、
最
新
の
情
報
の
提
供
や
、
活
動
支
援

の
た
め
の
研
修
等
が
企
画
で
き
る

③

特
定
給
食
施
設
指
導
に
関
す
る
基
本
的
事
項
を
理
解
し
、
指
導
に
行

く
た
め
の
計
画
・
準
備
が
で
き
る

③

各
給
食
施
設
の
栄
養
管
理
状
況
や
前
回
の
指
導
内
容
を
把
握
し
、
施

設
の
指
導
が
で
き
る

④

健
康
増
進
法
に
基
づ
く
食
品
表
示
に
関
す
る
基
本
的
事
項
を
理
解

し
、
的
確
な
指
導
が
で
き
る

①

28
指
導
を
受
け
な
が
ら
、
担
当
業
務
に
必
要
な
社
会
資
源
が
活
用
で
き

る
②

地
域
の
健
康
栄
養
課
題
や
地
域
特
性
を
も
と
に
、
地
域
包
括
ケ
ア
シ

ス
テ
ム
の
改
善
・
強
化
に
つ
い
て
関
係
機
関
と
検
討
で
き
る
　
【
後

期
】

②
地
域
の
健
康
栄
養
課
題
や
地
域
特
性
を
も
と
に
、
地
域
包
括
ケ
ア
シ

ス
テ
ム
の
創
出
・
改
善
・
強
化
に
つ
い
て
関
係
機
関
と
検
討
で
き
る

②
地
域
特
性
に
応
じ
た
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
か
か
る
施

策
化
が
で
き
る

②

担
当
業
務
や
担
当
事
例
へ
の
対
応
を
通
し
て
、
必
要
な
社
会
資
源
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
考
え
る
こ
と
が
で
き
る

②
地
域
の
社
会
資
源
が
活
用
で
き
る
よ
う
に
、
関
係
機
関
と
の
調
整
が

で
き
る

①
②

目
指
す
姿
や
目
標
等
を
住
民
や
関
係
機
関
と
共
有
す
る
こ
と
が
で
き

る
②

（ 行 政 栄 養 士 の 基 本 指 針 ） 個 別 業 務

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
・

支
援

食
や

地
域

の
あ
ら
ゆ

る
情

報
を
収

集
す

る
。

（
現

場
・
デ

ー
タ

で
）
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色
々

な
経

験
を
さ
せ

て
ほ

し
い
。

経
験

を
積

ん
で
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
し
て
い
き
た
い
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複
数

配
置

を
目

指
し
た
計

画
的

な
人

材
確

保
、

ま
た
は

、
栄

養
士

の
集

約
配

置
や

近
隣

保
健

所
や

市
町

村
と
連

携
し
て
業

務
が

で
き
る
体

制
づ

く
り
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